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本
法
律
案
は
、
我
が
国
の
国
立
公
園
又
は
国
定
公
園
等
に
お
い
て
利
用
者
数
の
増
加
等
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
立
公
園
又
は
国
定
公
園
等
の
自
然
環
境
を
保
全
し
、
及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
推
進
す
る
た

め
、
公
的
資
金
を
用
い
た
取
組
に
加
え
て
、
利
用
者
に
よ
る
負
担
、
民
間
団
体
等
が
寄
付
金
を
募
っ
て
行
う
土
地
の
取
得
・
管

理
な
ど
民
間
資
金
を
用
い
た
地
域
の
自
発
的
な
取
組
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

一
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
、
国
立
公
園
、
国
定
公
園
等
の
自
然
の
風
景
地
、
記
念
物
に
係
る
名
勝
地
そ
の
他
の
自
然
環
境

の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
を
図
る
上
で
重
要
な
地
域
に
お
い
て
、
当
該
地
域
の
自
然
環
境
を
地
域
住
民
の
資
産

と
し
て
保
全
し
、
及
び
そ
の
持
続
可
能
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
当
該
事
業
を
実
施
す
る
区

域
内
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て
、
当
該
区
域
内
に
立
ち
入
る
者
か
ら
収
受
す
る
料
金
を
そ
の
経
費
に
充
て
る
も
の
を
地
域
自
然

環
境
保
全
等
事
業
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
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二
、
一
般
社
団
法
人
等
又
は
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
が
行
う
、
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
一
の
地
域
内
の
土
地
の
取
得
等
を
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
自
然
環
境
を
地
域
住
民
の
資
産
と
し
て
保
全
し
、
及
び
そ
の
持
続
可
能
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
都
道
府
県

又
は
市
町
村
が
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
を
促
進
す
る
事
業
を
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
促
進
事
業
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
地
域
自
然
環
境
保
全
等
事
業
が
実
施
さ
れ
る
区
域
及
び
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
促
進
事
業
に
係
る
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト

活
動
が
行
わ
れ
る
区
域
を
地
域
自
然
資
産
区
域
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
環
境
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣
は
、
地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に

関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

五
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
区
域
に
係

る
地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
地
域
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
く
事
業
又
は
活
動
の
実
施
に
つ
い
て
、
環
境
大
臣
等
の
協
議
・
同
意
を
経
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
自
然
公
園
法
の
許
可
等
を
不
要
と
す
る
特
例
措
置
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

六
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
地
域
計
画
の
作
成
に
関
す
る
協
議
及
び
計
画
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
の
協
議
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会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

、

、

、

七

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は

自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
促
進
事
業
等
に
充
て
る
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
支
弁
す
る
た
め

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
一
条
の
基
金
と
し
て
、
自
然
環
境
ト
ラ
ス
ト
活
動
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

八
、
国
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
必
要
な
助
言
、
税
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

九
、
国
及
び
都
道
府
県
は
、
地
域
自
然
資
産
区
域
内
の
土
地
が
、
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
を
図
る
上

で
特
に
重
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
土
地
を
取
得
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

十
、
こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。


